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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間(自 平成26年12月１日 至 平成27年５月31日)における日本経済は、政府の成長戦略に基

づく経済政策の実施や円安基調が続くなか、輸出を中心とした企業の景況感が下支えとなり、内需の緩やかな回復

が見られました。一方、個人消費マインドの回復の弱さや、海外経済の減速などにより、経済環境は不安定な状況

が続きました。

当社の関連するアウトドア関連産業においても、長引く消費増税後の個人消費減退等により、全般に厳しい市場

環境となりました。

このような状況の中、当社では収益内容の改善に取り組むべく積極的に営業活動を行ってまいりましたが、前年

に発生した消費増税前の駆込需要の反動等の影響も加わり、当第２四半期累計期間の売上高は13億93百万円(前年

同期比 7.7％減)となりました。

また、営業利益は２百万円(前年同期間 営業利益14百万円)、経常利益は７百万円(前年同期間 経常利益18百万

円)となりました。なお、法人税等調整額９百万円などの影響を受け、四半期純損失は９百万円(前年同期間 四半

期純利益５百万円)となりました。
　

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。
　

(フィッシング事業)

フィッシング事業に関しては、フライ用品は消耗品を中心に堅調に推移したものの、ルアー用品は仕入の遅

延や取引先小売店の販売が低調であったことなどの影響により、販売は全般に苦戦をいたしました。

その結果、フィッシング事業の売上高は４億99百万円(前年同期比 11.9％減)となりました。また、円安進行

による輸入商品の原価の上昇や在庫品の値下げ販売等の影響を受け、セグメント利益(営業利益)は71百万円(前

年同期比 18.9％減)となりました。
　

(アウトドア事業)

アウトドア事業に関しては、個人消費の減退のなか、冬物衣料の早期マークダウン(値引販売)を実施すると

ともに、春以降に防虫素材「スコーロン」を使用した衣料品を販売強化することにより、春夏物衣料は堅調な

立ち上がりを示しました。しかしながら、前年の消費税の増税前駆け込み需要の反動や小売店の低迷を補うに

は至らず、アウトドア事業の売上高は８億79百万円(前年同期比 5.9％減)となりました。また、セグメント利

益(営業利益)は41百万円(前年同期比 6.3％減)となりました。

(その他)

その他の主な内容は、損害保険代理業の手数料収入ならびに不動産賃貸収入売上であります。当第２四半期

累計期間に関しては、賃貸面積の増床により、その他売上高は14百万円(前年同期比 85.2％増)となりました。

また、セグメント利益(営業利益)は９百円(前年同期比 102.9％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債、純資産の状況

(資産)

当第２四半期会計期間末の資産は、前事業年度末に比べ22百万円減少し76億40百万円となりました。

流動資産は、現金及び預金の減少２億44百万円の一方、有価証券の新規購入による増加１億円や、季節的な要

因による商品及び製品の増加１億53百万円などの影響により、前事業年度末とほぼ同額の42億40百万円となり

ました。

固定資産は、建物等の減価償却の実施などにより、前事業年度末に比べ23百万円減少し、33億99百万円となり

ました。

(負債)

当第２四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べ10百万円増加し10億47百万円となりました。

流動負債は、仕入が集中する季節的な要因により、支払手形及び買掛金が62百万円増加した一方、返品調整引

当金の減少13百万円や未払法人税等の減少７百万円などの影響により、前事業年度末に比べ32百万円増加し、

７億86百万円となりました。

固定負債は、長期リース債務が10百万円減少したことや退職給付引当金が６百万円減少したことなどにより、

前事業年度末に比べ21百万円減少し２億60百万円となりました。

(純資産)

当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ33百万円減少し,65億92百万円となりました。こ

れは主に、前事業年度決算の配当支出33百万円などによるものです。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末に比べ１億42百

万円減少し、４億86百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は、92百万円(前年同四半期の使用した資金は１億24百万円)となりました。こ

れは主に、仕入債務の増加64百万円、減価償却費37百万円、売上債権の減少８百万円などによる資金の増加の

一方、たな卸資産の減少１億53百万円、未払消費税等の減少24百万円、返品調整引当金の減少13百万円などに

よる資金の減少によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、７百万円(前年同四半期の使用した資金は１百万円)となりました。これは

主に、定期預金の預入と払戻による差額収入１億１百万円などによる資金の増加の一方、有価証券の取得と償

還による差額支出１億円、有形固定資産の取得による支出８百万円などによる資金の減少によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、43百万円(前年同四半期の使用した資金は36百万円)となりました。これは

主に、前事業年度決算に係る配当金による支出33百万円とリース債務の返済による支出10百万円によるもので

す。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、平成27年７月８日発表の「第２四半期累計期間および通期業績予想の修正に

関するお知らせ」に記載の業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

（３）追加情報

法人税率の変更等による影響

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平

成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以降に開始する事業年度から法人税率

等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法

定実効税率は、従来の35.6％から、平成27年12月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異につい

ては、33.1％に、平成28年12月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については、32.3％

となります。

なお、この税率変更による影響額は軽微であります。

　

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年11月30日)

当第２四半期会計期間
(平成27年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,440,056 1,195,487

受取手形及び売掛金 618,200 610,115

有価証券 914,193 1,014,224

商品及び製品 1,188,373 1,342,059

その他 81,276 80,938

貸倒引当金 △1,855 △1,830

流動資産合計 4,240,245 4,240,994

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 703,703 686,886

土地 2,011,097 2,011,097

その他（純額） 44,765 40,368

有形固定資産合計 2,759,566 2,738,352

無形固定資産 77,401 69,969

投資その他の資産 585,749 590,774

固定資産合計 3,422,717 3,399,095

資産合計 7,662,963 7,640,090

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 553,463 616,087

未払法人税等 19,928 12,428

返品調整引当金 24,365 11,147

その他 156,347 146,640

流動負債合計 754,104 786,302

固定負債

退職給付引当金 128,507 122,417

その他 153,704 138,462

固定負債合計 282,211 260,880

負債合計 1,036,316 1,047,183

純資産の部

株主資本

資本金 1,079,998 1,079,998

資本剰余金 3,861,448 3,861,448

利益剰余金 1,963,880 1,920,811

自己株式 △290,582 △290,621

株主資本合計 6,614,744 6,571,636

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 11,901 21,270

評価・換算差額等合計 11,901 21,270

純資産合計 6,626,646 6,592,907

負債純資産合計 7,662,963 7,640,090
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成25年12月１日

　至 平成26年５月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

売上高 1,509,635 1,393,545

売上原価 825,721 753,315

売上総利益 683,913 640,230

返品調整引当金戻入額 19,510 24,365

返品調整引当金繰入額 15,794 11,147

差引売上総利益 687,629 653,448

販売費及び一般管理費 673,527 650,743

営業利益 14,102 2,704

営業外収益

受取利息 1,548 1,357

受取配当金 492 578

為替差益 2,370 1,547

その他 737 1,558

営業外収益合計 5,148 5,040

営業外費用

その他 271 710

営業外費用合計 271 710

経常利益 18,979 7,035

特別損失

固定資産除却損 18 ―

特別損失合計 18 ―

税引前四半期純利益 18,960 7,035

法人税、住民税及び事業税 6,772 6,358

法人税等調整額 7,012 9,914

法人税等合計 13,785 16,273

四半期純利益又は四半期純損失（△） 5,175 △9,238
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成25年12月１日

　至 平成26年５月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 18,960 7,035

減価償却費 40,995 37,632

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,425 △25

返品調整引当金の増減額（△は減少） △3,715 △13,218

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △233 ―

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,208 △6,089

受取利息及び受取配当金 △2,040 △1,935

為替差損益（△は益） △261 △1,189

固定資産除却損 18 ―

売上債権の増減額（△は増加） △62,663 8,084

たな卸資産の増減額（△は増加） △219,248 △153,428

仕入債務の増減額（△は減少） 116,373 64,462

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,788 △24,575

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,392 △6,387

その他の流動負債の増減額（△は減少） △265 13,042

その他 291 △4,745

小計 △113,241 △81,336

利息及び配当金の受取額 2,133 1,899

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △13,661 △13,254

営業活動によるキャッシュ・フロー △124,769 △92,691

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △954,200 △754,200

定期預金の払戻による収入 956,000 856,000

有価証券の取得による支出 △300,000 △400,000

有価証券の償還による収入 400,000 300,000

有形固定資産の取得による支出 △16,415 △8,031

無形固定資産の取得による支出 △1,464 △960

投資有価証券の取得による支出 △100,000 ―

資産除去債務の履行による支出 △4,877 ―

敷金の差入による支出 ― △110

敷金及び保証金の回収による収入 19,945 ―

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,011 △7,301

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △2,434 △10,279

自己株式の取得による支出 △329 △38

配当金の支払額 △33,745 △33,615

財務活動によるキャッシュ・フロー △36,509 △43,934

現金及び現金同等物に係る換算差額 261 1,189

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △162,028 △142,738

現金及び現金同等物の期首残高 475,843 629,150

現金及び現金同等物の四半期末残高 313,814 486,411
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成25年12月１日 至 平成26年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

合計
(注)３フィッシング

事業
アウトドア

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 566,589 934,975 1,501,565 8,070 ― 1,509,635

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 566,589 934,975 1,501,565 8,070 ― 1,509,635

セグメント利益 87,741 44,162 131,904 4,807 △122,609 14,102

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおり

ます。

２ セグメント利益の調整額△122,609千円は、各セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は主に管理部門等の一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っています。

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成26年12月１日 至 平成27年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

合計
(注)３フィッシング

事業
アウトドア

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 499,060 879,535 1,378,595 14,950 ― 1,393,545

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 499,060 879,535 1,378,595 14,950 ― 1,393,545

セグメント利益 71,183 41,362 112,545 9,755 △119,596 2,704

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおり

ます。

２ セグメント利益の調整額△119,596千円は、各セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は主に管理部門等の一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っています。

決算短信 （宝印刷）  2015年07月09日 15時44分 7ページ （Tess 1.40 20131220_01）

株式会社ティムコ(7501) 平成27年11月期第2四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)

－ 7 －




